
 

 

 

 

 

『災害を想定しながら～“まちを歩こう！”』 

 

日時：平成 27年 2月 22日（日） 

時間：10時 00分～16時 30分 

場所：松栄コミュニティーセンター   

 

 

朝方に振っていた雨があがり、時折晴れ間もみえる中、昭和区の松栄コミュニティーセ

ンターにて「平成 26年度地域の“まちづくりびと”養成講座（入門編）」の第４回講座が

開催されました。 

この講座は、都市センターの養成講座修了生である「まちづくりびと」、陶生町自主防災

会代表、名古屋都市センター、講師の葛山稔晃さんを実行委員として講座の企画・運営を

行っています。 

 

 

 

はじめに、進行役のまちづくりびとによりスケジュー

ルなどを確認したあと、講師の葛山さんによるまち歩き

の際の諸注意と簡単なストレッチを行いました。 

その後、前回決めたルートや役割分担を確認し、準備

ができたグループからコミュニティーセンターの前で

写真撮影をして、まち歩きへと出発しました。 
 

 

 

第３回講座で決めた５つのグループに分かれてまち歩きを行いました。まち歩き中はグ

ループ内で先導係、ルート記入係、写真係、インタビュー係、安全誘導係、記録係といっ

た役割を分担し、協力しあってまち歩きに取り組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26年度 

地域の“まちづくりびと”養成講座 

（入門編） 
 

 

第４回 

はじめに  

まちを歩こう！  

ストレッチをする参加者の様子 

まち歩きグループ 

「歴史と防災発歩隊」 「ごきそ路地裏ダイコン探検隊」 「歴史街道ボウサイ発見隊」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まち歩きでは、その地域の特徴を観察して撮影をしたり、まちの人に話を伺ったり、約

3時間をかけて実際にまち歩いたことで気づいた新たな発見がありました。 

 

まち歩きの成果をもとに、まちの特徴などをまとめた

ガリバー地図を作成しました。ルートなどを記入したり、

撮影した写真などを張り付けたりして、グループごとに

特色のある大判の地図を作り上げていきました。 

 

 

 

 

ワークショップ①で作成したガリバー地図をもとに、

グループごとの視点でその地域の問題点や課題を抽出

して、それらを解決するための具体的な方法について意

見を出し合い、その後、地域における防災・減災の可能

性や方向性などについて話し合いを行いました。 

 

 

 

ワークショップで話し合った内容について、グループ

ごとに発表しました。 

発表は、『まち歩きの結果』と『課題整理とまちの可

能性』について行われました。どのグループもその日の

成果が盛り込まれた発表内容となり、参加者は興味深く

耳を傾け、時に驚きの声が上がる場面もありました。 

 

最後に、講師による講座の振り返りと次回講座の案内、アンケートの記入を行い、全員

で会場の片づけをして第４回の講座を終了しました。 

ワークショップ①「ガリバー地図づくり」 

 

ワークショップ②「災害に強いまちをつくるには？」 

発表タイム  

作成したガリバー地図 

「中馬塩付さくら“解道隊”」 「桜花組」 

ワークショップ②の成果 


